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知性、徳性、体力、気力を育み、自分も他者も大切に、互いに気遣いができる 

人間性豊かな児童の育成を図る。 

  ○考える子  ◎思いやる子  ○きたえる子  ○がんばりぬく子 

 

 

一人一人の児童が、自分のよさや可能性を知り、自分を大切に思えるように、友達 

 や周りの人も大切にし、毎日笑顔で登校したくなる学校を目指す。そのために、 

（1）児童と教師が自分も周囲の人も大切にできる人権感覚を共に磨き、人権教育の一層 

の充実をすすめる。 

（2）全ての児童が、「できた 分かった 身に付いた」と実感できる授業、活躍できる 

授業をとおして、現行の学習指導要領で整理された「3 つの柱」となる資質・能力 

をバランスよく育成する。 

（3）多様な人々と協働しながら学ぶ教育活動を大切にし、学んだことを自分の生き方 

や社会に生かそうとする豊かな人間性を養う。 

 

 

（１）東京都教育委員会人権尊重教育推進校として、人権教育のより一層の充実を図り、

互いを大切にする心を養い、それぞれの自己肯定感を高める。 

（２）道徳科を要とし、教育活動全体で道徳教育に取り組み､児童の道徳性を養う。 

（３）指導と評価の一体化に基づく１単位時間の明確な目標・ねらいを児童一人一人が 

達成するために不断の授業改善に取り組む。 

（４）「武蔵村山市立学校児童・生徒の学力向上を図るための調査」等を利用して児童の 

実態を分析し、それを学習指導に生かすことで児童個々の学力向上を目指す。 

（５）校内研修等による体育科授業の質的向上に取り組み、児童の体力の向上を目指す。 

（６）タブレット等の ICT 機器を授業やその他の教育活動において、「情報モラル」等と 

共に、児童が積極的に利活用できるように指導する。 

（７）個別指導計画、学校生活支援シートの作成、活用を通して児童の実態を的確に捉  

  えた支援を実行し、特別支援教育の充実を図る。 

（８）東京都教育委員会人権尊重教育推進校として、人権教育の研究に取り組み、市内 

外小・中学校への人権教育の啓発を図る。 

（９）学校運営協議会及び PTA を通じ地域・家庭との連携を図り、地域に根ざした 

学校を目指す。 

 

 

  

教育目標 

１ 目指す特色ある学校像 

２ 経営の具体策 

小中一貫教育推進に向けた方策（第三中学校区として） 
第三中学校区「ゼロカーボンシティチャレンジ校」として「まちづくりの学習」 

の具現化を図り、児童の主体的な啓発運動を推進する。「授業実践交流」「ふれあいﾌｪ
ｽﾃｨﾊﾞﾙ」「ふれあい標語」等の共同実施により、相互交流、相互理解を図る。 

 

 

 

 


